移民・正義・共同体　――成員資格をめぐる若干の予備的考察―― by 向山 恭一
移民・正義・共同体 
―成員資格をめぐる若干の予備的考察―
Immigration, Justice and Community: 



































































































































に役立つ」（ibid.: 39〔邦訳 73 頁〕）からである。その一方で、ウォルツァーは自国民の出国の自
由は（国家の緊急時以外は）いかなる理由によっても制限されてはならないという。なぜなら、「出
国の制限は〔共通の生活への〕関与を強制に代え」、そのように「強制された成員に関するかぎ
り、もはや守るに値する共同体は存在しなくなる」（ibid.: 39〔邦訳 73-74 頁〕）からである。出
国の自由は認められるが、入国の自由は制限されうるということ。一見すると、こうした入国と
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